
～第４区地区社協～
　　　　　　　（会長　佐々木 晴彦）

～第７区地区社協～
　　　　　　　（会長　芳賀　壽）

高
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
平
成
29
年

度
最
後
の
健
康
教
室
・
お
茶

っ
こ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

社
協
職
員
を
講
師
に
、
軽

体
操
や
頭
の
体
操
を
行
い
な

が
ら
、
転
倒
防
止
と
脳
の
活

性
化
に
つ
い
て
笑
い
も
交
え

に
ぎ
や
か
に
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で

室
内
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
昼

食
を
食
べ
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〒
９
８
７―

２
１
３
２
　
栗
原
市
高
清
水
東
館
34
番
地
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発
行

老
人
ク
ラ
ブ
春
風
会
の

方
々
と
南
部
生
活
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、
お
茶
っ
こ

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
清
水
デ
イ
佐
藤
生
活

相
談
員
を
講
師
に
招
き
、

健
康
講
話
、
座
っ
た
ま
ま

で
も
出
来
る
軽
体
操
や
誤

嚥
防
止
の
口
腔
体
操
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
リ

ズ
ム
体
操
、
フ
ロ
ア
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。

皆
で
声
を
出
し
賑
や
か

に
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

高
清
水
支
部
、
瀬
峰
支
部
合
同
で
高

清
水
ほ
っ
と
館
を
会
場
に
「
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
活
動
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

第
一
部
に
「
互
い
に
支
え
合
う
思
い

や
り
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」
と
題

し
、
栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課
佐
藤
課

長
を
講
師
に
迎
え
、
地
域
づ
く
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
講
話
や
「
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
場
所
は
、
ど
ん
な
場
所
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
お
茶
っ
こ
会
で
役
に
立
つ

歌
や
軽
体
操
、
簡
単
に
作
れ
て
楽
し
め

る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
高
清
水
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職

員
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
体
験
し
、「
地
区
で

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
、
今
後
の
地

域
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

平成29年度　瀬峰・高清水合同
地区社会福祉協議会活動研修会

（社協会費充当事業）

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
!

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



３
月
１
日
（
木
）
か
ら
３
日
（
土
）
の
３
日
間

「
ひ
な
ま
つ
り
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
の
歌
が
聞
こ
え
る
と
「
昔
の

ひ
な
人
形
と
違
う
ね
」
「
今
は
孫
の
ひ
な
人

形
を
飾
っ
て
い
る
よ
」
な
ど
、
元
気
な
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

お
や
つ
に
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
答
え
て
、
ひ
な
祭
り
の
時
期
に
食

べ
た
く
な
る
「
桜
も
ち
」
を
皆
で
一
緒
に
作

り
ま
し
た
。

白
い
生
地
に
ほ
ん
の
少
し
の
食
紅
を
混
ぜ
、

桜
色
に
染
ま
っ
た
皮
に
あ
ん
こ
を
い
っ
ぱ
い

入
れ
た
桜
も
ち
は
、
「
今
ま
で
食
べ
た
中
で

一
番
お
い
し
い
」
と
皆
笑
顔
で
召
し
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
行
事
を
計
画
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
清
水

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
セ
ン
タ
ー

皆で手分けして作りました

桜の香りがして美味しそうだね

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と

の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
高
清
水
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
高
清
水
支
所

電
話
：
58-

３
６
３
７

５
月
７
日（
月
）

６
月
４
日（
月
）

４
月
23
日（
月
）

５
月
21
日（
月
）

６
月
18
日（
月
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

♢
職
員
紹
介
♢

栗
原
市
よ
り
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

第
２
層
運
営
等
業
務
」
を
受
託
し
た
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

事
務
職
員
兼

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
昌
　
代

事
務
職
員
　
　
　
三
　
塚
　
美
　
穂

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

　
　利
用
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

支
部
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
が

一
層
活
発
化
し
、
地
域
づ
く
り
、
地
域
の
支

え
合
い
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
左
記
の
と

お
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▣
利
用
開
始
時
間
及
び
利
用
終
了
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

▣
運
行
範
囲
　
出
発
地
点
（
集
会
所
等
）
か
ら

目
的
地
ま
で
の
往
復
２
０
０
㎞
以
内

▣
利
用
申
請
　
申
請
は
、
利
用
20
日
前
ま
で

※

詳
し
く
は
、
栗
原
市
社
協
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

むすび丸ピンバッジ『被災地の子どもたちへ絵本を贈ろうプロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　　ご協力いただいた数 ３０７個　　金額 １５３，５００円

皆様のご協力大変ありがとうございました。

平
成
30
年
度 

し
あ
わ
せ
な

地
域
づ
く
り
事
業
受
付
開
始
し
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
資
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対

　
　象

他
か
ら
の
助
成
金
等
を
受
け
て
い
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
（
個
人
）で
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
登
録
、
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
て
い
る
団
体
（
個
人
）

助
成
金
額

１
団
体 

年
額
５
０
，
０
０
０
円
以
内

申
請
締
切

平
成
30
年
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
審
査
の
結
果
、
承
認
さ
れ
な
い
場
合
や
、
助
成

決
定
額
が
申
請
額
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。
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